
職員数（人） 2.26 2.21 2.21

成果指標
設定理由

1 救命救急センターの充実度評価A以上の割合：100％を維持
　※目標値：昨年度と同様の割合を設定
2 気管挿管技能認定救急救命士再教育講習の累計受講者数：気管内チューブによる気道確保を行う際に必要な
　知識技能を維持するため
　※目標値：R1年度実績に基づき設定
3 長野県DMAT養成研修修了者数：大規模災害発生に備え、DMAT隊員の必要数を確保するため
　※目標値：R1年度実績に基づき設定

5

4

うち一般財源 420,053 390,689

→ 382人3
長野県DMAT養成研
修修了者数

2
気管挿管技能認定救
急救命士再教育講習
の累計受講者数

218人 256人 ↗ 296人

308人 350人 ↗ 350人

→
-251,426 

↗
-89,131 

1,095,718

100%

Ｒ３年度
目標値

予
算
額

前年度繰越 0 36,227

→ 100%

補正予算

280人

合計（A) 880,171 1,012,148

-145,929 

 決　算　額（B） 851,526 965,110

１　現状と課題

目指す姿
・

これまでの取組

【目指す姿】

救急医療提供体制及び災害時の医療提供体制の確保

【これまでの取組】

・救命救急センター運営支援　・ドクターヘリ運航経費助成　・病院施設、設備整備経費支援
・長野県DMAT養成研修　等

令和２年度
点検結果
（令和元年度

   実施事業分）

・
現状分析

課　　　　題 今後の方向性

・円滑な医療救護活動のため、メディカルコントロー
ル体制の充実強化や災害時におけるDMATなど医療チー
ムの派遣体制の整備、関係機関間の連携強化などを図
る必要がある。
・令和元年10月の台風19号災害では、DMAT等が医療機
関や介護施設の入所者を他の施設へ搬送したが、受け
入れ先の確保や搬送方法等の取り決めがないため、調
整に時間を要した。

・消防職員を対象とした講習の実施や災害発生を想定し
た訓練の実施・支援、DMAT養成研修の充実などにより、
引き続き、救急医療提供体制及び災害時の医療提供体制
の確保を図っていく。
・災害時の避難や安全対策に万全を期すよう、広域圏ご
とに関係者間のルールづくり等に取り組めるよう検討を
進める。

補正予算のポイ
ント・主な取組（予

定)
個別事業の入札差金等による事業費の減額

２　令和３年度事業内容

R１年度

当初予算 969,302 1,121,850

R２年度末

指標の状況及び目標値　[ ↗ ：改善 、↘ ：悪化 、→ ：変化なし ］

事
 

業
 
コ
 
ス
 
ト

区分（単位：千円） Ｒ１年度 Ｒ２年度 Ｒ３年度

No 成果指標 H30年度

844,292

424,559

1
救命救急センターの
充実度評価A以上の
割合

100% 100%

事業番号 05 02 02 事業改善シート （令和３年度実施事業分） □当初要求　□当初予算案 　■補正予算案　□点検

E-mail iryo@pref.nagano.lg.jp

総合５か年計画（しあわせ信州創造プラン2.0）

医療政策課
実施期間 S54 ～

８つの重点目標 健康寿命

総合的に展開
する重点政策

4-3 医療・介護提供体制の充実

事　業　名 救命救急医療対策事業
部局 健康福祉部 課・室
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千円

細事業名
細事業
No.

広域災害・救急医療情報システム運営事業

事業番号 05 02 02 事業改善シート （令和３年度実施事業分） □当初要求　□当初予算案 　■補正予算案　□点検

細事業名

2,363 計 2,363
1

Ｒ３年度
予　　算

千円 千円 千円

No. 細事業を構成する主な取組
実施
方法

2,363

事　業　名 救命救急医療対策事業 部局 健康福祉部 課・室 医療政策課

細事業
No.

広域災害・救急医療情報
システム賃借料等

直接 システムの賃借及び運用に係る必要経費

2

Ｒ３年度
予　　算

当初予算 41,152

1
救急緊急医療費損失補て
ん事業

補助金

救急緊急医療費損失補てん事業
補正予算 0

計

千円 千円

令和３年度　実施内容（予定）

当初予算

計

2,363

細事業
No.

細事業名
Ｒ３年度
予　　算

No. 細事業を構成する主な取組
実施
方法

令和３年度　実施内容（予定）

1

Ｒ１年度
最終予算

Ｒ２年度
最終予算

3

当初予算 209

千円 千円 千円

Ｒ１年度
最終予算

Ｒ２年度
最終予算

補正予算 -3,878

No. 細事業を構成する主な取組
実施
方法

令和３年度　実施内容（予定）

長野県救急医療機能評価委員会運営事業
補正予算 0

計 317 計 0 計 209

救命救急センターの機能
評価

直接 救急医療機能評価委員会の開催1

細事業
No.

細事業名
Ｒ１年度
最終予算

Ｒ２年度
最終予算

Ｒ３年度
予　　算

4 救命救急センター運営費補助金

当初予算 355,994

補正予算 -111,673

計 218,270 計 196,530 計 244,321

千円 千円 千円

計 40,790 計 41,152

Ｒ１年度
最終予算

Ｒ２年度
最終予算

医療機関が救急医療を提供した結果、未収となった医療費に対して補助

計 37,274

No. 細事業を構成する主な取組
実施
方法

令和３年度　実施内容（予定）

1
救命救急センターの機能
評価

直接 救急医療機能評価委員会の開催
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事業番号 05 02 02 事業改善シート （令和３年度実施事業分） □当初要求　□当初予算案 　■補正予算案　□点検

事　業　名 救命救急医療対策事業 部局 健康福祉部 課・室 医療政策課

細事業
No.

細事業名
Ｒ１年度
最終予算

Ｒ２年度
最終予算

Ｒ３年度
予　　算

5 ドクターヘリ運航事業

当初予算 588,112

補正予算 -70,554

計 501,115 計 505,504 計 517,558

千円 千円 千円

No. 細事業を構成する主な取組
実施
方法

令和３年度　実施内容（予定）

1

ドクターヘリの運航

電波利用料負担金

補助金

直接

ドクターヘリの運航に要する経費に対して助成

ドクターヘリの運航に係る無線局の電波利用料

細事業
No.

細事業名
Ｒ１年度
最終予算

Ｒ２年度
最終予算

Ｒ３年度
予　　算

6 救急医療対策費施設・設備整備事業

当初予算 95,520

補正予算 -65,321

計 106,445 計 218,271 計 30,199

千円 千円 千円

No. 細事業を構成する主な取組
実施
方法

令和３年度　実施内容（予定）

1
救急医療対策費施設・設
備整備事業補助金

補助金
(1)病院群輪番制病院施設・設備整備事業（6施設　17,929千円）
(2)地域災害拠点病院施設・設備整備事業（2施設　11,759千円）
(3)非常用自家発電設備及び給水設備整備事業（1施設　511千円）

細事業
No.

細事業名
Ｒ１年度
最終予算

Ｒ２年度
最終予算

Ｒ３年度
予　　算

7 長野県メディカルコントロール協議会

当初予算 2,381

補正予算 0

計 963 計 2,197 計

気管挿管再教育講習の実
施

直接 気管挿管再教育講習の実施

ビデオ喉頭鏡追加講習の
実施

直接 ビデオ喉頭鏡追加講習の実施

1

2

3

2,381

千円 千円 千円

No. 細事業を構成する主な取組
実施
方法

令和３年度　実施内容（予定）

県メディカルコントロー
ル協議会・部会の開催

直接 県メディカルコントロール協議会・部会を１回開催

4
県メディカルコントロー
ル講習会の開催

直接 県メディカルコントロール講習会を１回開催
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事業番号 05 02 02 事業改善シート （令和３年度実施事業分） □当初要求　□当初予算案 　■補正予算案　□点検

事　業　名 救命救急医療対策事業 部局 健康福祉部 課・室 医療政策課

細事業
No.

細事業名
Ｒ１年度
最終予算

Ｒ２年度
最終予算

Ｒ３年度
予　　算

8 災害医療体制整備事業

当初予算 9,987

補正予算 0

計 9,908 計 9,904 計 9,987

千円 千円 千円

No. 細事業を構成する主な取組
実施
方法

令和３年度　実施内容（予定）

1
災害・救急医療体制検討
協議会等の開催・運営

直接
災害・救急医療体制検討協議会、災害拠点病院連絡協議会、DMAT連絡会議、災害医
療コーディネート研修等を開催

5 DMAT活動保険料 直接 DMAT傷害保険への加入

2 災害医療研修会の実施 委託 災害医療について広報啓発を実施

3
長野県DMAT養成研修の実
施

委託 災害時に長野県DMATとして活動する者を養成

4 各種訓練への参加 補助金 政府主催総合防災訓練へ参加する者に対して経費を補助（3,984千円）

6 災害時通信体制の整備 直接 災害時情報伝達研修や衛星携帯電話等による災害時通信体制の構築

7
航空搬送拠点臨時医療施
設(SCU)の運用体制の整
備

直接 SCU設置運営訓練の実施やSCU用医療機器の点検等
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